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研究 2 では、複雑な動きをする民俗舞踊を対象にした。また、約 1 年半の聞に 4 回モーション
キャプチャを実施することで、上達の過程を明らかにし舞踊の学習に役立てようと考えた。さら
に、 CG (点や線)だけではなく、グラフや図を活用することで学びが生まれないか明らかにする










































そのために 3 つの研究を軸に構成されており、研究 1 では情報を削る、研究 2 では'情報を削って
増やす、研究 3 では情報を増やすことによる学習のメリットについて述べている。さらに、それ
らの研究からモーションキャプチャの舞踊教育活用モデルを開発している。
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本論で明らかになった知見は、舞踊の教育のみならず、広く一般教育の現場においても有用で
ある可能性がある。さらに、テクノロジーを活用した教育実践に対しても、多くの示唆を投げか
けるものとなっている。
よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
教情 57
